TA Hot Meeting　　　   　   2013./6/8　エルおおさか６Ｆ大会議室　　　　　　　     
テーマ“自分に気づく　自分を生きる～心の声に耳を傾ける～”

第17回 支部大会は140名参加で大盛況でした
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６月８日、平成２５年度関西支部大会が開催されました。当日は１４０名近い方が参加され感動的で素晴らしい大会となりました。

基調講演は日本ゲシュタルト学会理事長、百武正嗣氏による参加者全員での気づきのワークとエンプティ･チェアのデモンストレーションでした。デモンストレーションでは会場から勇気あるお二人がワーカーになられ深い気づきと学びの場を提供して下さいました。
また、シンポジウムは平松みどり先生のファシリテートで関西支部会員の永田友紀さん･宮本隆子さんがＴＡやゲシュタルト等で自己変容された体験を語って下さいました。これらを通して改めて「気づき」の素晴らしさに心が動きました。

今大会を無事終えることができたのは参加して下さった皆様はじめ運営スタッフのおかげです。心より感謝いたします、本当にありがとうございました。

（大会運営副委員長　二井あや子）
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　小川正治新理事長
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第 ３ 部   シンポジウム  


　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ももたけまさつぐ),百武正嗣)氏

日本ゲシュタルト療法学会理事長
　　　　　　　　
ゲシュタルトの気づきについて学び、2人ペアになって｢今どんなことに気づいているか｣身体のレベルで気づくワーク、また外界・現実をありのままに気づくワークをしました。

また希望者がワーカーとなり、他の参加者は百武先生のエンプティ・チェアによるゲシュタルト療法の実際を体感しました。後方の席の方はどんどん前に出て立ったり床に座ったりして、ざっくばらんなお人柄と見事なファシリに魅せられ、時の経つのを忘れるほどでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細は本部JTAANEWS7月号で
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永田友紀さん
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　アルコール依存症の

父の怒りに支配されて　　　　　　　　　　　　　

　　

　アルコール依存症の父のもとで育った私は酒に酔っては怒鳴る父を憎みながら育った。父に言いなりの兄や弟。父に反抗する私に｢あんたのせいで私が叱られる。｣と恨み、子どもを守れない情けない母にも憤りを感じながら大人になった。気がつくとあれほど嫌だった父と同じように自分の子どもに怒りをぶつけてしまっていた。15年前にアサーションに出会い、TAを学び、
怒りに振り回され本当の感情に気づいていないことを知った。「強くあれ｣のドライバー、
「子どもであるな」、「感じるな」の禁止令。「キック・ミー」「さあとっちめてやるぞ」のゲームを繰り返すのを止め、頑張らなくていい、自分を大切にしていい、感情を出していいとアロワーをゲシュタルトのワークを通して自分に与えた。からだの気づきによって筋肉の鎧が少しずつ緩み怒りが溶けていった。認知症になった父の介護をする中でユーモアあふれる父の人間らしさ、やさしさに触れ、おなかの奥から熱い感覚が突き上げて涙が溢れた。同時に、自由に感じていいことを了解してくれたと思えた。父に対する憎しみは15年の年月をかけて感謝に変わった。
宮本隆子さん

母の役に立てない私は存在価値がない
７年前からの「脚本分析チェックリストその１・その２」による分析と同時進行の夢のゲシュタルトワークによって自分自身で思い込んできた「存在否定」から脱却し自分自身の意志で自分の人生をつくり、その場にあった感情･思考･行動を選択できるようになった。夢を記録し、登場する動物･物・植物･建物、全てからのメッセージを読みとり、気づきを深めていくうちに「ゆるす」とは「自分自身の感情をそのまま聴き、受け取り、頑張ってきた自分を認めることである」、魔女の呪い「自分自身が自分に対して心の中でつぶやく否定的な言葉である」ことに気づいた。終盤には「細い道を隔てて自分と母の家が並ぶ」夢をみて母と自分との境界線を引き、心理的距離がとれるようになった事に気づく。今では「大地としっかりつながった自分」を感じることができ、｢母を喜ばせろ」のドライバーからでなく第1の立場で自然に接する時間が多くなってきた。交流分析、ゲシュタルトと出合って良かったと心から思う。
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シンポジウムのファシリテーターを勤める平松准教授と


発表者のおふたり





百武氏によるゲシュタルトのファシリに魅入る皆さん





支部活動の基本方針�
�
1.収支の経年黒字化�
�
2.会員交流の場としての支部大会の実施�
�
3.講座・研究会等の計画実施と参加者増大�
�
4.新規会員と提携団体・企業の計画的増大�
�
5.会員の参加の増大、活動活性化�
�
6.指導会員の資質向上と活動機会の増大�
�
7.支部各県の開拓と活性化�
�
8.ITAA大会での協会大会の準備・実施�
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第２部　基調講演





第１部　事業＆会計報告
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気づくということ


～体験を通して～


TAの気づきとゲシュタルトの気づきによって親との関係による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネガティブな脚本を再決断した


おふたりの体験発表
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